
新渡戸稲造ゆかりの地でフィールドワークを行う杜陵小の児童
クミハンで作った新聞を示し、学
習の成果を発表する杜陵小の児童

思い思いの形で学びの成果
をまとめる杜陵小の児童

　盛岡市の杜陵小（八木橋信也

校長、児童１７６人）の６年生�

人は、地域の先人、新渡戸稲造

の生き方や考え方を知る学習に

プラス日報を取り入れた。記事

を読んで調べ学習やフィールド

ワークを行い、家族や地域の人

に伝えたい内容をまとめた。

　総合的な学習の時間の一環で

取り組んだ。児童は本県にゆか

りのある先人のエピソードを紹

介しているプラス日報の「いわ

ての先人」のページを活用。新

渡戸を紹介する記事を読み、功

績や人柄について理解を深め

た。

　フィールドワークは新渡戸生

誕の地など、学校周辺にあるゆ

かりの場所を訪問。同行した新

渡戸基金理事長の藤井茂さん、
よし お

下ノ橋町内会の阿部价男さんに

新渡戸の生い立ちなどを質問

し、説明に耳を傾けた。

　調べた内容は「身近な人に新

渡戸の魅力や地域の良さを伝え

る」視点でまとめた。児童は伝

えたい相手や場面をそれぞれ設

定し、プレゼンテーションやポ

スター、クイズなど、最適な形

式で成果を表現した。

　家族に伝えるためプラス日報

の「クミハン」でオリジナル新
あ や な

聞を作成した中村彩七さんは

「記事を読みたくなるような見

出しを付けることができた」と

手応えがあった様子。「家族が

読み慣れているので新聞にまと

めた。後から読み直すことがで

きるのも新聞のいいところ」と

ほほ笑んだ。

　成果発表の授業では、同じテ

ーマでも伝える内容や方法の多

様さに驚いた児童もいた。森莞

太さんは「他の人の発表から新

しいことを知ることができた。

自分のクイズに追加できそうな

情報も見つかった」と振り返っ

た。
か ず と

　担任の野月一隼教諭は「プラ

ス日報は児童が一斉に同じ記事

を読めるのがいい。今後は記事

をスクラップし、その傾向から

自分を見つめ、自分の行動や生

き方を考える活動につなげた

い」と思い描く。


